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みのプランを作りましょう、って言われたんだ

けど」

「あなたの思いと、ずれているわけだ」

「そうなんですよ、掠らないんですよ」

「それで、この店に来る回数が増え

たってわけね．でも、どう切り出せ

ば良いのか分からなかった？」

「ずぼしです」

といって、口の中にコーヒーを行き

渡らせるように、深々と飲んだ．

「マスター、最近気になっているんですが、Ｃ

ＭＭってプロジェクトの最初からしか取り組め

ないの？　もし、そうなら、一旦デスマーチ状

態に入ってしまった組織では、取り組めないっ

とことになってしまわない？」

「なかなか良いポイントに気がついたね」

といって、彼の顔を見て小さく微笑んでみせ

た．

「ＣＭＭには、そのことについて特に何も書い

ていないけど、使い方次第だと思うよ．６つの

ＫＰＡだって、組織の状態によっては必ずしも

一斉に取り組める分けではないから、小さくス

テップを刻んで、上手く習熟の順番になるよう

に計画していけば良いわけだ．だって、６つの

メインディッシュを並べられても、食べられな

いんでは意味がないからネ」

「そうですよね．ということは、我々の場合

は、まずこのデスマーチ状態を終わらせる取り

組み方が、ＣＭＭの中にあるってこと？」

「テストのタイミングでは、追加された要求が

あれば、それだけでも仕様をきちんとまとめた

方が、実際には早く終わると思うよ．あるい

は、主要なテーマについてだけでもテストケー

スをまとめてみることも、テスト漏れを防いで

くれるし、これぐらいなら取り組める．今の状

態でもっとも必要なのは、修正欠陥を出さない

ための変更制御の取り組みを入れることだネ．

そろそろバグも減っているだろうしね」

「いっぱいバグが発生する状況ではとても出来

ないけど、今ならできるかも」

「プロジェクト計画も、残されたテストの期間

だけでも計画してみることは出来るし、終盤に

入って、ソースの混乱は避けたいから、構成管

理の一部分だけでも有効だろうよ」

「それって、ＣＭＭの摘み食いですね」

「うまいこと言うネ．でも、ただの摘み食いで

はないよ」

「どういうこと？」

「実際に要求仕様って書いてみたことがあるか

い？」

「セミナーの中で取り組んでみたことがあるけ

ど、なかなか難しいって感じだったな」

「慣れていないからネ．でも、こうして摘み食

いすることで、次回のプロジェクトで初めから

取り組む際の準備にもなるわけだ」

「逆に言えば、今のこのような状態の時に摘み

食いしておかないと、いざ本番と言われても取

り掛かれないってことですね」

「その通り！」

ホームページ →  http://village.infoweb.ne.jp/ ̃fwgf2942/index.htm

なたが利用するんだよ．あなたがＣＭＭを勉強

していなければ、判断できないじゃない？　組

織のメンバーに対する責任もあなたにあるはず

でしょう？」

「ちょっと読んで見たけど、良く分からなくて

ネ」

「甘いネ．１回読んで分からなければ２回読

む．２回読んで分からなければ３回読む．もち

ろん、タダ読んでいても効率が悪いから、その

間に人に聞いてみたりして工夫が必要だけど

ネ．分からないというのは、それを解釈する辞

書を持っていないということで、そこで引き下

がっては、何も手に入らない」

「カウンターパンチ食らっちゃった」

とバツの悪い顔をしてたばこをくわえてごまか

している．

「はい、いつものブレンドだよ」

といって、彼の前に差し出した．今日は濃いブ

ルーの地に薄いピンクの鹿の子模様のカップを

使った．

「ところで、コンサルタントの何処が気に入ら

ないの？」

と、話題を変えて誘ってみることにした．

自分も少し前にやっていたこともあって、彼が

何処に不満を感じたのか興味があった．

「最初からの取り組み方について説明してくれ

るんだけど、自分たちには敷居が高くて」

「まぁ、それが基本だからネ」

「でもね、今の自分たちにとっては、それどこ

ろではないんだよね．予定は大幅に遅れている

し、バグは本当にゴキブリのように湧きだして

くるし、今週の月曜日にも、客先から仕様の変

更が入ってしまった．確かに、最初に、要求仕

様をまとめておけば良かったのだろうが、今ご

ろそんなことを言っても始まらないし、レ

ビューだって今更とても出来る状態ではない」

「レビュー出来るようなものが書かれていな

いってこと？」

「マスターには、お見通しだね」

「だいたい状況は同じだからネ」

「それと、自分のことで手一杯で、

人のレビューなんてやろうという状

況ではないしね．ＣＭＭの言うところは分かる

ンだけど、今の自分たちにとって、とても取り

組める状態ではないって感じなんです」

「コンサルタントはどう言っているの？」

「最初にきちんと取り組まないからだって言わ

れた」

私は、彼の顔をみて、つい笑ってしまった．

「そんなこと言われなくても分かっているよ

ね」

「今のこの状態から、どうやってＣ

ＭＭの扉を開くことができるのかを

教えて欲しいのにね」

「で、それは教えてくれたの？」

「今のプロジェクトが９月には終わ

るでしょうから、そこからの取り組

最近、店の中で交わされる会話の中に、「日本

版ＣＭＭ」が話題になっていることが多くなっ

たことが気になっている．少し前に出ていった

グループもその話をしていた．どうやら、中小

のソフト会社にとっても、「日本版ＣＭＭ」が

気になる存在になってきているようだ．

「ISO-9000 の轍を踏まなければいいが」

奥のテーブルに残されたコーヒーカップを片づ

けながら、いつしか呟いていた．

経営者は横並びの意識で染まっているし、ソフ

トウェアエンジニアリングの教育水準も依然と

して低いままでは、認証ビジネスの餌食になる

ことが避けられない．

真面目に要求仕様をまとめない方が追加料金を

取れると、本気で思っているソフト会社の経営

者にとっては、単価引き上げの絶好のチャンス

と考えているだろう．

ひと呼吸おいて店のドアが開いた．

「いらっしゃい」

「あ、こんにちわ」

交差点の向こうのビルの８階の中堅

のソフト会社のエンジニアである．

週に２、３回は顔を出す常連である．

「今週は、いつもより回数が多いね」

「う～ん、そうかも．マスター、数えている

の？」

「数えているわけではないけどネ．こういう商

売をしていると、それぞれのお客さんの”流

れ”というのがあってね．顔を見るとさかの

ぼって場面が浮かんでくるのよ」

彼は、カウンターの入り口に近いところに座っ

た．

「ところで、何か落ち着かないことがあるみた

いだネ」

「う～ん、どうして分かるの？」

「一目見たところで、その人の状態を感じ取る

のが、私のコンサルティングの基本だったから

ネ．回数が増えているしね」

彼は、カウンターの端から灰皿を引き寄せて、

胸のポケットからたばこの箱を取り出した．

「いつものコーヒーで」

といって、たばこに火をつけた．

「マスターに聞いちゃおかな」

「どうぞ」

「先月の年度初めに、社長の方から『我が社も

ＣＭＭのレベル２の取得を目指すように』とい

う指示があってね．それからいろいろと当たっ

ているんだけど．いまいちぴんと来ないンだよ

な」

「コンサルタントを探すのは良いけど、あなた

自身『ＣＭＭ』を勉強してるの？」

「そこを突いてきますか．弱いな」

「弱いなジャないよ．何言ってんの．それ

じゃ、タダの丸投げにしかならないよ」

「やっぱりダメですかネ」

「責任はあなたにあって、コンサルタントはあ
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途中からでも、一部分でも、上手くや
る方法はある．

新規のプロジェクトしか入れないよう
なプロセス改善では意味がない．


